
令和５年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和６年５月１５日（水）１４時～ 

学校法人野村学園 パール幼稚園 

１、本園の教育目標 

『どこでも自分の華を咲かせることができる子どもを育む』 

「自律・自立」「あたりまえのこと 10ヵ条の姿」 

 

２、本年度重点的に取り組む目標、計画 

 ・教員育成：本学園にとっての“良い先生”、理想の自分を演出し、魅せ方を考え行動し続ける。 

 ・学園運営：信用から信頼へ。教育の質の強化で子どもたちの成長した姿を証明する。 

 

３、評価項目の達成及び取り組み状況／評価 

 
評価項目 

自己

評価 
取り組み状況・学校関係者委員からの評価 

１ 《幼児教育を担う人材の育成・

専門性の向上》 

教育水準向上のために、研修受

講及び定期支援の機会を充実さ

せ、人材の育成に努める 
Ａ 

昨年度同様、月に１回以上の定期支援を受け、現状の課題・改善策

の共通認識を図っている。今年度は、経験年数の平均が上がってき

たため、数年後の未来を見据えられるような内容での支援を継続

して受講し、学園にとっての“良い先生”の認識統一、その上で今

後どう在りたいかを意識的に考えられる時間を継続して設けた。 

【関係者評価】Ａ 

子どもだけでなく保護者視点からも憧れる先生方が多く、日々の

姿勢からも学ぶことが多々ある。「大人になる」「先生という仕事」

が尊いものであることを、姿で子どもたちに伝えてくれているこ

とを感じている。 

２ 《幼児教育を担う人材の育成・

専門性の向上》 

教育水準向上のために、研修受

講及び定期支援の機会を充実さ

せ、人材の育成に努める 
Ｂ 

代表教職員 2 名が継続的な研修に参加。参加後は全体へのフィー

ドバックも行い、個人だけでなく全体の向上も図った。今後は参加

研修の種類や人数も増やし、外部での学びも活かせるようにして

いきたい。 

【関係者評価】Ｂ 

外部研修への参加は日々の教育活動や先生方の仕事量を察すると

大変なことと推察するが、園外でしか学べない視点もあるのだろ

うと感じるため、今後も是非継続していただきたい。 

３ 《幼児教育の内容・方法の改善》 

注力する日々の教育活動の本質

理解、保護者へのより細やかな

共有を図り園児の育ちへの共感

を生めるよう努める 
Ａ- 

昨年度から継続し、実践形式にて、日々の日課の流れの具体的な方

法の確立や、工夫して行っている内容の共有を行い、教育の質の更

なる強化を目指した。今後は、変化や成長を更に保護者の方に伝え

られるよう努めていきたいと感じる。 

【関係者評価】Ａ 

園での活動、出来るようになったこと、頑張っていること、多くの

経験をさせていただいていることは日々の子どもの姿から感じて

いる。保護者としても子どもの成長を敏感に受け止められるよう、

また園での教育を家庭でも実践し習慣化出来るよう努めていきた

いと感じる。 



 

４、総合的な評価結果 

評価 理由 

Ａ 今年度の担任教諭は本園での経験を数年以上積んだ者が多く占めたこともあり、今だけでなく、

教諭自身にとっても、また教育活動においても、数年後の未来を見据えられるような「強み」や

「価値」という視点を持ち前進することが出来たと感じる。育成という観点では、今年度得たこと

を来年度に活かしていくことが不可欠と感じるため、子どもたちの成長した姿を証明出来るよう

今後に結び付けていきたい。 

 

５、学校関係者評価委員会の評価 

一昨年度より継続し、外部を含む様々な視点を用いて、日々改善・実行に取り組むことが出来ているのは教育機

関として大変望ましいことであると感じる。令和５年度は、保護者の立場としても、先生方の安定且つ高みを目指

す教育の提供及び、その教育に伴う子どもたちの目を見張るような成長を実感する一年間となり、パール幼稚園が

目指す教育目標の体現を改めて実感した。今後も、幼児教育の可能性に挑戦する幼稚園として、地域からも評価さ

れ見守られる、非代替的存在としてのパール幼稚園が在り続けることを期待している。 


